
今回の学校だよりは、印刷版と、安心メール添付のデータ版（お試し）をおわたしします。 

 

 

 

 

新年度の教育活動が、本格的に始動                    
４月８日に入学式を実施し、６７名の元気でかわいい１年生が南陽小に仲間入りしまし

た。令和４年度の南陽小学校は、子どもたちが２９７名、教職員が３１名、総勢３２８名です。 

学校に在籍しているのは、この数ですが、「チーム南陽小」としては、保護者の皆様や、学

校評議員様、学校医・歯科校医・学校薬剤師の各先生方、安全を見守ってくださるネットワークの方々、主任児

童委員・保護司の方々、コミュニティ協議会様等々を合わせると、もっと大きな数となります。 

南陽小に集う人々が、「子どもたちの健やかな成長（光り、輝く姿）のために考え行動すること」が、自分にと

っても人生の充実や学びにつながってほしいと思います。子どもはもちろん、大人も「光り、輝く」ことを、共に目

指しましょう。 

始業式の講話                                    

 前号では割愛していた始業式での講話についてお伝えします。以下のスライド

を示しながら話しました。２つの柱で話したのですが、新型コロナウイルスについ

ては、教育活動への影響を考えると、触れないわけにはいきませんでした。現状を

確認し、対策を地道に続けていこうと呼びかけました。 

２つ目に、今年度の学校教育目標について話しました。一昨年度の目標を、若

干言葉を修正したものです。南陽の「陽」は、太陽の「陽」であり、太陽のように、

自分の内なるパワーを高めて、外に光を発し、輝きを放つような姿を目指そうと語

りかけました。上で述べたように、「光り、輝く」のは子どもたちだけではなく、「チ

ーム南陽小」として、大人も一緒に目指していきますと付け加えました。 

「そのためには」として、合言葉「考えよう、語り合おう」を示しました。目の前で起こる様々な事象を自分事と

して受け止めて考えをもつ姿勢と、その考えを言葉にして周りの人に伝え、また相手の考えを聞く（語り合い）

活動を繰り返していこうと話しました。出会いから一週間がたち、学習にも、掃除にも、挨拶にもしっかりと向き

合う南陽小の子どもたちだと分かりました。どれほどパワーアップした姿を見せてくれるかがとても楽しみです。 

講話の最後に、前任の野田校長先生としていた「朝の挨拶後のじゃんけん」をどうするか、子どもたちに問い

ました。「続ける」が多数だったため、継続します。私からの提案で、今はコロナ感染予防でできないけれど、お

さまったなら、「勝った人とはハイタッチ、あいこの人とは両手タッチ、負けた人とはしっかり握手」という約束事

を提案しました。早くその日が来ることを心より願っています。 
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